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就
任
ご
挨
拶

り

本
年
は
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
満
三
十
年
に

な
り
ま
す
。

私
た
ち
漁
協
運
動
者
は
、
相
互
扶
助
の
原

則
で
も
っ
て
、
か
つ
て
私
た
ち
の
仲
間
で
あ

よだ

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会

会

長

植

村

正

治

っ
た
人
々
の
遺
児
を
励
ま
し
、
協
同
の
力
を

も
っ
て
漁
船
海
難
遺
児
の
成
長
を
見
守
っ
て

ゆ
く
運
動
を
押
し
進
め
る
母
体
と
し
て
、

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
」

を
昭
和
四
十
四
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
発
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日
ま
で
こ
の
運
動
を
押
し
進
め
て
参
り
ま
し

た
私
は
本
年
六
月
に
全
漁
連
会
長
に
就
任
し

て
以
来
、
常
々
浜
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
浜
に

は
漁
船
海
難
事
故
に
遭
わ
れ
た
遺
族
も
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
残
さ
れ
た
子
供
（
遺
児
）

は
、
本
当
に
気
の
毒
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
英
事
業
は
、
整
備
・
充
実
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
高
校
生
に
対
し
て
の
給
与
水
準
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
奨
学
生
の
皆
さ
ん
が
立
派
に
勉
学

に
励
ま
れ
る
環
境

e
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
育

英
事
業
の
一
層
の
充
実
に
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

本
年
十

一
月
二
十
七
日
に
は
二
十
一
世
紀

の
橋
渡
し
と
も
な
る
、
向
こ
う
三
カ
年
の
運

動
方
針
を
掲
げ
、
第
六
回
全
国
漁
協
大
会
を
、

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
五
十
周
年
と
併
せ

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
方
針
の
中
で

も
、
海
難
と
労
働
災
害
事
故
を
な
く
す
た
め
、

労
働
安
全
対
策
に
も
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
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の
こ
と
、
海
難
防
止
に
皆
様
の
ご
協
力
を
あ

ら
た
め
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
将
来

立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
そ
の
ご
家
族
に
お
か
れ
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
健
康
に
留
意
さ
れ
、
幸
せ

に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

第
二
回
理
事
会
・
評
議
員
会
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七
月
三
十
一
日
、
朝
六
時
五
十
二
分
の
汽

車
で
、

一
ノ
関
ま
で
行
き
ま
し
た
。
新
幹
線

が
来
る
ま
で
お
菓
子
を
食
べ
て
ま
っ
て
ま
し

た
。
早
い
新
幹
線
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
新
幹
線
が
来
た
の
で
乗
っ
て
、
私
は
直

ぐ
に
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に

「
東
京
に
つ
い
た
よ
。
」
と
お
こ
さ
れ
て
お
き

ま
し
た
。
丸
の
内
線
を
歩
い
て
行
き
、
道
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
人
に
聞
き
に
行
き
、

や
っ
と
つ
き
ま
し
た
。
受
付
け
を
し
て
、
五

階
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
行
き
、
イ
ス
に
こ

し
か
け
ま
し
た
。
団
長
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

み
な
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

二
時
に
浦
安
の
新

聞
の
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
き
な
き
か

い
が
あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
う

や
っ
て
新
聞
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
四
時
す
ぎ
に
工
場
を
出
て
ホ
テ
ル
に
行

き
ま
し
た
。
六
時
か
ら
か
ん
げ
い
夕
食
会
で

し
た
。
そ
こ
で
、
加
藤
君
と
阿
部
貴
子
ち
ゃ

ん
に
あ
い
、
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。

ホ
テ
ル
の
パ
ス
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行

き
ま
し
た
。
加
藤
君
と
貴
ち
ゃ
ん
と
私
と
お

母
さ
ん
達
と
六
人
で
、
お
ば
け
や
し
き
を
見

た
り
、
パ
レ
ー
ド
を
見
た
り
し
て
、
ど
こ
に

行
く
の
も
六
人
で
い
っ
し
ょ
に
こ
う
ど
う
を

し
ま
し
た
。
シ
ン
デ
レ
ラ
城
の
花
火
を
見
て
、

ホ
テ
ル
で
お
そ
い
タ
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し

た
。
あ
と
、
ホ
テ
ル
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
ケ

ー
キ
を
買
い
、
部
屋
で
お
母
さ
ん
と
食
べ
ま

し
た
。
さ
っ
ぱ
り
寝
ら
れ
な
い
の
で
、
貴
ち

ゃ
ん
と
加
藤
君
と
貨
ち
ゃ
ん
の
部
屋
で
三
人

で
あ
そ
び
、

一
時
ご
ろ
部
屋
に
帰
っ
て
き
て

寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
東
京
博
物
館
を
見
ま
し
た
。

ゅ
う
ベ
お
そ
く
ま
で
お
き
て
い
た
の
で
、
ね

む
く
て
ね
む
く
で
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
館
長
さ
ん
が
話
を
し
て
い
た
時
、
ね

て
い
ま
し
た
。
館
内
を
見
て
ま
わ
っ
た
の
で

す
が
、
ど
こ
を
見
た
か
自
分
で
は
わ
か
り
ま

去
る
八
月
二
十
七
日
、
平
成
十
年
度
第
二

回
理
事
会

・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

十

一
年
度
日
本
財
団
補
助
金
交
付
申
請
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
・
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、

理
事
に
植
村
正
治
氏
（
全
国
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
安
藤
省
一
氏

（
全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
）
、
岡
本
裕
之
氏

（
全
国
高
等
学
校
長
協
会
会
長
）
、
渋
谷
洋
志

氏
（
漁
船
船
主
労
務
協
会
理
事
長
）
の
四
名

と
、
評
議
員
に
佐
藤
政
雄
氏
（
北
海
道
指
導

せ
ん
。
館
内
が
す
ず
し
か
っ
た
の
に
、
外
に

出
で
き
た
ら
あ
っ
く
て
あ
っ
く
で
し
ょ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
早
く
寝
れ
ば

よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
三
日
間
、

と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
来
た

い
な
あ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

毘
友
達
が
出
来
た
回
目

東
京
都
狛
江
市
狛
江
第
三
小
学
校
六
年

西

崎

僕
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く
前
に

友
達
が
出
来
た
。
友
達
の
名
前
は
、
さ
い
と

う
司
と
い
う
名
前
だ
っ
た
。
僕
は
、
友
達
に

な
っ
た
司
君
と
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
お

も
い
っ
き
り
遊
ん
だ
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
乗
っ
た
乗
り
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が
は
じ
め

て
だ
っ
た
。

最
初
は
、
お
ば
け
や
し
き
み
た
い
な
乗
り

物
に
乗
っ
た
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た
。

次
に
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン
に
乗

っ
た
。
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン
も
は
じ

光

め
て
だ
っ
た
。
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン

に
乗
る
と
き
、
僕
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。

僕
は
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン
に
乗
っ

て
落
ち
る
と
き
に
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
て
い

た
。そ

の
後
、
ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ

l
マ
ウ
ン
テ
ン

に
乗
っ
た
。
ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ

l
マ
ウ
ン
テ
ン

に
は
、
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
ほ
ね
が
あ
っ
た
。

ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ

1
マ
ウ
ン
テ
ン
で
は
、
こ
わ

い
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

そ
の
他
に
、
い
ろ
い
ろ
乗
り
物
に
乗
っ
た
。

去
る
平
成
十
年
七
月
二
十
八
日
、
平
成
十

年
度
第
二
回
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

「第
二
回
奨
学
生
出
願
者
（
平
成
十
年
七
月

十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中

学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
三
名
、
高
校

等
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
七
名
（
う
ち
、

高
校
等
貸
与
奨
学
生
の
併
願
一
名
）
、
大
学

等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
二
名
、
合
計
十
三
名

（
実
質
十
二
名
）
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生
と
併

i

せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九
月
末
日
現

議

、

在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨

学
生
数
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

抽
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抽
岡
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岬
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事
4
A
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）
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石
岡
良
博
氏
（
青
森
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
大
和
田
豊
氏

（
福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事

会
長
）
、
成
瀬
亮

一
氏
（
福
井
県
信
用
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
伊
藤

美
都
夫
氏
（
鳥
取
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
）
、
勝
間
譲
氏
（
広
島
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
東

芳
次
氏
（
漁
船
船
主
労
務
協
会
事
務
局
長
）

の
七
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
理
事
会

に
お
い
て
日
高
寛
治
副
理
事
長
の
辞
任
に
伴

い
、
植
村
正
治
理
事
が
副
理
事
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
最
後
に
辞
任
さ
れ
ま
し
た
日
高

寛
治
副
理
事
長
が
本
育
英
会
の
運
営
に
尽
く

さ
れ
た
御
功
績
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。平

成
十
年
度
全
国
担
当
者
会
議
を
開
催

九
月
二
十
二
日
、
東
京
都
千
代
田
区
コ
ー

プ
ピ
ル
に
お
い
て
、
「
平
成
十
年
度
全
国
育

英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
悪
天
候
の
中
、
日
頃
、
育
英
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各
都
道
府
県
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
事
務
局

担
当
の
漁
連
・
信
漁
連
・
指
導
連
・
操
業
安

全
協
会
等
の
職
員
並
び
に
水
産
庁
企
画
課
井

上
課
長
補
佐
、
香
取
調
査
指
導
係
長
、
全
国

協
議
会
事
務
局
担
当
の
全
漁
連
堤
漁
政
部

長
、
道
下
部
長
代
理
、
全
国
漁
協
婦
人
部
連

絡
協
議
会
の
加
藤
事
務
局
員
が
出
席
し
、
次

の
議
題
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
交
わ
さ

仇
刷
、
身
，
純
依
ふ
世
議
胃
サ
S
F
4宇
盛
芳
爪

wd叩
’S
実

に

都
世
瓜
ω
4
Q
こ

と
を
確
認
し
合
い
、
会
識
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
、
「
平
成
九
年
度
事
業
報
告
」
及
び
「
平

成
十
年
度
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
（
育
英

事
業
、
事
業
収
支
、
寄
付
金
、
及
び
育
英

事
業
推
進
活
動
等
）

二
、
今
後
の
育
英
事
業
に
つ
い
て
（
育
英
事

業
の
現
状
、
及
び
第
七
期
育
英
資
金
募
金

実
績
等
）

三
、
学
資
給
与
・
奨
学
金
貸
与
事
業
の
事
務

手
続
き
に
つ
い
て

羽根募金の水色

平
成
十
年
度
第
二
回
選
考
委
員
会

手を !! の愛漁船海難遺児

平
戸
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寄
付

七
月
十
七
日
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長

崎
県
連
盟
平
戸
第
一
団
（
千
北
弘
治
朗
隊
長
）

は
、
岡
田
ビ
ー
バ
ー
蹄
（
幼
稚
園
年
中
組
か

ら
小
学
二
年
生
）
が
小
遣
い
等
を
集
め
て
貯

め
た
も
の
を
、
平
戸
海
上
保
安
暑
を
通
じ
て

本
育
英
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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漁
協
共
済
推
進
全
国
大
会
開
催

平成10年 10月 l日

七
月
九
日
、
岩
手
県
民
会
館
（
岩
手
県
盛

岡
市
）
に
全
国
各
地
の
関
係
者
ら
約
千
六
百

人
が
集
ま
り
、
「
平
成
十
年
度
漁
協
共
済
推

進
全
国
大
会
」
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
内
で
は
、
主
催
者
の
全
面
的
な
ご
協

力
に
よ
り
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
俳
優
の

木
之
元
亮
さ
ん
や
、
共
水
連
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
演
歌
歌
手
の
山
下
ひ
ろ

み
さ
ん
ら
の
積
極
的
な
募
金
の
呼
び
掛
け
に

多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
’
申
し
上
げ
ま

す
。

り

第
七
厨
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

結
仰
向

W
D
ぜ
ま
る

f

よ

本
育
英
事
業
が
よ
り
多
く
の
方
の
ご
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
前
年
に
引
き
続
き
「
第
七
回
漁
船
海
難

遺
児
を
励
ま
す

『海
介
単
供
」
の
定
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

応
募
要
領
は
次
の
通
り
で
す
が
、
不
明
h
t
Rがご

ざ
い
ま
し
た
ら
本
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
品
轟
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
テ
ー
マ

海
と
平
ん
慌
た
ち
泰
寺
誼
に
し
た
も
の

＊
ホ
富
芳
賀
格

水
産
団
笹
守
に
所
属
し
て
い
る
人
及
び
そ
の
家
族

＊
サ
イ
ズ

プ
リ
ン
ト
（
カ

7及
ひ
自
粛
、
キ
ャ
ビ
ネ
判
1

四
つ
切
り
）

ス
ラ
イ
ド
（
三
十
五
ミ
リ
判
1
六
×
九
判
）

＊
応
募
給
開
w

平
成
十
年
十
皇
干
一
日
（
土
）

当
日
消
印
右
効

＊
発
表

入
賞
・
入
選
者
に
は
、
平
成
十
一
年
一
月
中
旬
ま

で
に
本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
「
育
英
4
T
「たより」

等
で
季
衣

＊
そ
の
他
の
注
意
事
項

①

官
官
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②

作
品
の
返
却
は
ス
ラ
イ
ド
の
み
と
し
、
返
信
用

封
筒
・切
辛
向
封
の
方
に
限
り
ま
す
。

③
入
賞
・
司
人
選
管
品
の
版
権
は
本
会
に
帰
属
し
、

広
報
局
に
修
用
さ
れ
ま
す
。

だ( 2) 

『
会
員
申
し
込
み
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

平
成
十
年
六
月
か
ら
平
成
十
年
八
月
ま
で

の
聞
に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
会
員

の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

2
ハ
月
〕
マ
本
橋
真
道

・
新
規
（
練
馬
区
）

マ
山
本
酌
・
継
続
（
静
岡
市
）
マ
三
上
恵

里
・
継
続
（
柏
市
）

〔
七
月
〕
マ
佐
藤
正
敏
・
新
規
（
横
浜
市
旭

区
）
マ
中
村
晃
次
・
継
続
（
日
野
市
）
マ
宮

本
晶
二
・
新
規

（
新
宿
区
）
マ
中
須
勇
雄
・

新
規
（
流
山
市
）
マ
西
村
肇
・
継
続
（
横
浜

市
神
奈
川
区
）

〔
八
月
〕
マ
武
田
伊
津
子
・
継
続
（
上
尾
市
）

マ
金
木
愛
子
・
継
続
（
浦
和
市
）

付

の
お
礼

平
成
十
年
六
月
か
ら
平
成
十
年
八
月
ま
で

に
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を

掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

て
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の
漁
連
、 （左）木之元さん、 （右）山下さん

信漁連、指導連等で構成する「漁船海

難遺児を励ます地方協議会（略称・地

方協ご等で取り扱った分で、一般寄

付金を含みます。）

［六月〕。青森県マ地方協。千葉県マ

水産まつり実行委員会マ荒井通雄マ粛

藤好夫マ地方協。新潟県マ水産改良普

及職員協議会マ能生町漁協底曳網組合

マ地方協。京都府マ嵯峨英明。大阪府

マ地方協。島根県マ牧野正義｜香典返

し。山口県マ梅本光子マ原田孝子マ下

関ふく連盟マ安森寿子マ妻崎漁協婦人

部。長崎県マ持木ミキマ高山京子マ中

山良夫マ浜辺龍男マ坂口玉代

〔七月〕。北海道マ根尾友久｜香典返

しマ常口白漁協lホタテまつり売上金マ
兄輪会・代表小林雅幸｜「魚を食べる

会」募金。青森県マ植村正治。岩手県

マ漁協共済全国大会募金。秋田県マ嗣

禽盛・斉藤幸夫。静岡県マ静岡県農林

水産部水産振興室マ水静会マ地方協。

愛知県マ第四十一回関東・東海地区漁

港大会募金。三重県マ清水清三マ山田

隆成マ岩出倭文子マ浅海増殖研究発表

全国大会募金マ浜口多朗マ地方協。兵

庫県マ大下勤｜香典返し。和歌山県マ

武田尚久マ森本啓次郎。島根県マ川上

和徳｜香典返し。広島県マ西本寅｜香

典返しマ地方協。香川県マ岡田光司｜

香典返し。愛媛県マ福島朝行。福岡県

マ蓑烏漁協青壮年部lチャリティl募

金。佐賀県（玄海）マ地方協。長崎県

マ森勝弘マ荒木政吉マ戸崎昭代マ西中

勝マ柏嘉郎マ中山良夫マ柏ツヨマ峯茂

マ川上正記マ小田スミエマ地方協。大

分県マ側鈴木企画福岡営業所・湯布院

営業所

〔八月〕。北海道マ本庄次雄マ椎谷泰

世｜香典返しマ厚岸漁協｜厚岸町水産

業ゴルフ大会チャリティl募金。岩手

県マ海の日カラオケのど自慢大会実行

委員会。茨城県マ南部海区旋網漁業親

睦会・会長鈴木正次。富山県マ入善町

商工同友会。静岡県マ小笠原伸マ附ヤ

マハ・代表取締役務藤治忠マ上回大和

マ地方協＠京都府マ倉野さか恵l香典

蝿名
給与奨学生 貸与奨学生

合 計
平成10年度第 2国保用者

合計
幼児小学 生 中 学 生 高 校 生小針 高校生文字生等小針 幼 児小学生中学生忍苦 rt:瞥文字生等

北海道 9 18 32 44 103 10 12 22 125 

膏 軍事 3 16 22 位 3 3 6 48 

岩 手 3 5 12 24 44 6 10 16 60 

宮 鎗 15 16 17 49 2 3 5 54 3 5 

官k 回 4 5 5 

山 形 2 2 
幅 島 6 自 13 28 2 2 30 

査 城 2 3 
栃 本

干 業 5 4 4 14 15 

’t 
京 2 3 4 

神 高川 2 2 4 2 6 
軒 調 2 2 3 
盲 山

石 /II 3 9 13 3 3 16 
静 周 5 2 7 15 15 
量 知 3 4 3 10 II 
掴 弁 2 4 2 8 2 3 II 

ー 量 2 2 5 9 2 II 
唖 事E 2 3 3 
大 阪 2 2 
兵 ’E 

8 10 10 28 2 4 6 34 
和 '1: 山 7 4 6 17 18 
島 取 2 3 6 2 2 8 
島 犠 4 7 3 5 19 2申
同 山 5 5 5 
広 』‘ 2 3 
山 口 8 5 13 27 2 8 10 37 
書 /II 3 2 7 8 
曹

‘ 
2 2 6 3 3 9 

じ聖 媛 3 3 6 2 4 6 12 
高 知 2 4 5 10 21 2 3 24 I 
膏 関 2 4 4 10 2 2 12 
福岡県有明梅

住賀県玄海

佐賀蝿有明海 2 2 5 2 7 
量

’‘ 
2 15 14 14 45 3 5 8 53 

-x 分 9 9 9 28 3 4 32 

L里 本

L! 
’‘ 

6 5 13 24 5 自 II 35 3 

直児島 7 10 8 26 3 6 9 お 3 
神 縄 3 3 6 12 3 3 15 
合計 30 151 195 幻7 653 55 85 140 793. 2 7 2 13 

返
し
。
兵
庫
県
マ
小
川
守
男
。
島
根
県
マ
三

沢
栄
子

i
香
典
返
し
。
岡
山
県
マ
井
上
二
郎

｜
香
典
返
し
。
香
川
県
マ
嶋
野
勝
路
｜
香
典

返
し
。
長
崎
県
マ
長
崎
魚
市
側
マ
中
山
良
夫

マ
村
川
勢
子
マ
亀
山
佳
孝
マ
九
州
電
力
有
川

営
業
所
。
大
分
県
マ
大
分
ト
ラ
ッ
ク
閥

二
、
一
一
般
寄
付

〔
六
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
宮
城
県
マ
横
尾
祥
子
（
仙
台
市
青
葉
区
）

。
茨
場
県
マ
高
津
臼
出
夫
・
清
子
（
つ
く
ば

市
）
。
埼
玉
県
マ
冨
元
克
自
（
越
谷
市
）
。

千
葉
県
マ
石
田
幸
子
（
千
葉
市
若
葉
区
）
マ

飯
村
久
子
（
野
田
市
）
マ
高
橋
圭
介
（
船
橋

市
）
。
東
京
都
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
人
事
課
（
千
代
田
区
）
マ
全
国
わ
か
め
共

販
商
社
会
（
同
）
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）

マ
梶
浦
富
子
（
杉
並
区
）
マ
石
崎
三
輪
子

（
板
橋
区
）
マ
石
部
善
也
｜
香
典
返
し
（
昭

数

（平成10年9月末現在）

生
A同

・テ奨EU 県府道都

島
市
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）
。
静
岡
県
マ
小

川
愛
子
（
田
方
郡
）
。
三
重
県
マ
南
勢
町
観

光
協
会
・
会
長
山
本
寿
一
（
度
会
郡
）
。
兵

庫
県
マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）
。
鹿
児
島
県
マ

冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
七
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
埼
玉
県
マ
富
元
克
昌
（
越
谷
市
）
マ
川
淵

克
朗
（
上
福
岡
市
）
。
千
葉
県
マ
石
井
宏

（
船
橋
市
）
マ
高
橋
圭
介
（
同
）
マ
飯
村
久

子
（
野
田
市
）
。
東
京
都
マ
全
国
さ
ん
ま
棒

受
網
漁
業
生
産
調
整
組
合
（
港
区
）
マ
全
日

本
海
員
組
合
（
同
）
マ
松
本
和
義
（
大
田
区
）

マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
指
幸
子
（
板
橋

区
）
マ
嶋
田
洋
一
（
多
摩
市
）
マ
匿
名
（
品

川
区
）
。
神
奈
川
県
マ
南
三
千
代
（
厚
木
市
）

マ
榊
原
克
己
（
藤
沢
市
）
。
岡
山
県
マ
吉
田

厚
子
（
笠
岡
市
）
。
長
崎
県
マ
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
連
盟
平
戸
第
一
団
ビ
ー
バ

ー
隊
｜
平
戸
海
上
保
安
署
経
由
（
平
戸
市
）

。
大
分
県
マ
日
本
海
洋
少
年
団
大
分
県
連
盟

大
分
海
洋
少
年
団
｜
全
日
本
海
員
組
合
大
分

事
務
所
経
由
（
大
分
市
）
マ
奥
本
秀
夫
｜
全

日
本
海
員
組
合
大
分
事
務
所
経
由
（
同
）
。

鹿
児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）
〔
ハ
月
〕

。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）
。
岩
手

県
マ
メ
フ
レ
側
（
胆
沢
郡
）
。
宮
場
県
マ
斎

藤
民
夫
（
気
仙
招
市
）
。
栢
木
県
マ
田
尻
芳

明
（
佐
野
市
）
。
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野

田
市
）
。
東
京
都
マ
瀬
戸
武
蔵
（
中
央
区
）

マ
遠
洋
さ
ん
ま
漁
業
者
協
議
会
（
港
区
）
マ

木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
梶
浦
富
子
（
杉
並

区
）
。
神
奈
川
県
マ
根
本
チ
エ
（
横
浜
市
港

南
区
）
。
静
岡
県
マ
豊
田
幸
雄
（
湖
西
市
）

。
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）
。
愛
媛

県
マ
丹
和
子
（
新
居
浜
市
）
。
鹿
児
島
県
マ

冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛

住 ： 墾学金貸写実盃~王、入学一時金のみの群生を含む。
成10年度原主因採用者は内書重である．




